
JR立川駅北口にある「ファーレ立川」を美術館に見立て、

ガイドツアーなどのイベントを開催します。

問ファーレ立川アート管理委員会事務局（市地域文化課内）内線4501

10月4日火～22日土

　コラボスイーツの販売やアートマーケット

なども行います。すべての催し、申込方法な

どくわしくは「ファーレ立川アート管理委員

会」のホームページをご覧ください。

●展示「±複合の彫刻家たち展」　従来の
「彫刻」と「工藝」というジャンル分けに収

まらない造形、アーティストたちを紹介しま

す。直接会場へ時10月９日㈰～22日㈯、午

前９時～午後７時（最終日は午後４時まで）場

ファーレ立川街区内ビルエントランス　オー

プンスペース

●トークイベント　左記の展示に参加した作
家と、ゲストの千葉市美術館学芸員・森啓輔

さんが「都市とアート」について話します時

10月15日㈯午後２時～３時30分場たましん

事業支援センター（Winセンター）〔緑町3-4〕

定20人（申込順）申10月７日㈮〔必着〕までに

●ガイドツアー　左記の展示に参加した作家
と展示を巡ります時▷10月９日㈰午後２時

～３時▷10月15日㈯午前11時～正午▷10月

22日㈯午後２時～３時場立川髙島屋S.C.北側

赤い植木鉢周辺集合定各20人（申込順）申10

月７日㈮〔必着〕までに

●アートツアー　ファーレ立川アートを熟知
した「ファーレ倶楽部」が作品を紹介しま

す。いずれも場立川髙島屋S.C.北側赤い植木

鉢周辺集合申10月７日㈮〔必着〕までに▶セ

レクトツアー＝時10月９日㈰▷午前11時か

ら▷午後１時から（約40分）定各20人程度（申

込順）▶オープン記念ツアー＝全作品109点

を巡ります時10月13日㈭午後１時30分から

（約３時間）定20人（申込順）

くわしくは「広報たちかわ」 10月10日号でお知らせします

立川市公式LINEアカウント準備中
10　5水
スタート

［ 主な内容 ］ ▶2面 経営方針を策定 ▶3面 オミクロン株対応ワクチン接種が始まります ▶6・7面 くるりん10周年
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●ホームページ ●ツイッター

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
る
催
し
等
の
中
止
や
延
期
、
各
施
設
の
開
館
状
況
等
の
情
報
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
各
問
い
合
わ
せ
先
へ
。
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東
京
都
最
低
賃
金
は
、
10
月
1
日
か
ら
時
間
額
1
0
7
2
円
に
改
正
さ
れ
ま
す
。
都
内
で
働
く
す
べ
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
問
東
京
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
課
☎
０
３（
3
5
1
2
）1
6
1
4

て
は
、
内
部
統
制
の
強
化
だ
け
で
な

く
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
向
上

を
推
進
し
ま
す
。

重
点
取
組
施
策

Ⅱ❶
子
ど
も
・
学
び
・
文
化

•
拡
充
型
放
課
後
子
ど
も
教
室
の
全

校
実
施
に
向
け
た
段
階
的
な
整
備
に

取
り
組
み
ま
す
。
学
校
や
地
域
、
事

業
者
と
連
携
し
て
、
安
全
・
安
心
な

子
ど
も
の
居
場
所
を
確
保
す
る
た
め

の
取
り
組
み
を
引
き
続
き
実
施
し
ま

す
。

•
東
京
都
の
財
政
支
援
の
動
向
を
注

視
し
つ
つ
、
子
ど
も
の
医
療
費
助
成

の
対
象
を
高
校
生
年
齢
ま
で
拡
大
す

る
こ
と
を
含
め
事
業
全
体
の
見
直
し

を
図
り
、
子
ど
も
を
産
み
育
て
や
す

い
環
境
を
つ
く
り
ま
す
。

•
学
校
教
育
に
お
い
て
は
、
子
ど
も

の
安
全
を
最
優
先
と
し
て
感
染
症
対

策
に
取
り
組
み
つ
つ
、
デ
ジ
タ
ル
技

術
の
活
用
も
含
め
学
力
向
上
に
つ
な

が
る
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

•
令
和
４
年
度
に
教
科
化
さ
れ
た

「
立
川
市
民
科
」
に
つ
い
て
は
さ
ら

な
る
充
実
を
図
り
ま
す
。

•
新
学
校
給
食
共
同
調
理
場
の
稼
働

に
よ
り
、
ア
レ
ル
ギ
ー
対
策
を
重
視

し
た
安
全
・
安
心
な
給
食
を
提
供
す

る
と
と
も
に
、
中
学
校
に
お
い
て
、

共
同
調
理
場
方
式
に
よ
る
給
食
を
提

供
し
ま
す
。

•
自
閉
症
・
情
緒
障
害
特
別
支
援
学

級
を
増
設
す
る
と
と
も
に
、
支
援
が

必
要
な
児
童
・
生
徒
が
安
心
し
て
学

べ
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

•
立
川
第
七
中
学
校
体
育
館
の
復
旧

整
備
に
つ
い
て
は
、
教
育
へ
の
影
響

を
最
小
限
に
と
ど
め
る
こ
と
を
最
優

先
と
し
て
迅
速
に
取
り
組
み
ま
す
。

•
策
定
予
定
の
「
体
育
施
設
の
あ
り

方
」
に
基
づ
き
、
体
育
施
設
の
計
画

的
な
更
新
の
検
討
を
進
め
、
持
続
可

能
な
ス
ポ
ー
ツ
環
境
づ
く
り
に
つ
な

げ
ま
す
。

❷
環
境
・
安
全

•
令
和
５
年
３
月
に
稼
働
す
る
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
は
、
環
境
負
荷
の
低

減
に
加
え
、
焼
却
で
得
ら
れ
る
熱
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
活
用
や
、
発
災
時

の
派
遣
職
員
の
応
援
受
入
れ
施
設
と

し
て
の
機
能
な
ど
を
有
し
て
お
り
、

環
境
面
・
防
災
面
で
ま
ち
の
機
能
強

化
を
進
め
ま
す
。

•
下
水
道
処
理
に
お
け
る
流
域
編
入

事
業
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
効
率
的

か
つ
安
定
し
た
事
業
運
営
及
び
環
境

改
善
に
つ
な
げ
ま
す
。

•
東
京
都
が
更
新
し
た
首
都
直
下
地

震
等
の
被
害
想
定
を
踏
ま
え
、
地
域

防
災
計
画
の
見
直
し
を
進
め
る
と
と

も
に
、
医
療
機
関
等
と
の
連
携
を
含

め
、
体
制
整
備
の
強
化
を
進
め
ま
す
。

❸
都
市
基
盤
・
産
業

•
東
京
都
が
進
め
る
Ｊ
Ｒ
南
武
線
連

続
立
体
交
差
事
業
化
の
進
展
に
あ
わ

せ
、
西
国
立
駅
周
辺
地
域
ま
ち
づ
く

り
構
想
に
基
づ
き
、
駅
前
広
場
等
の

都
市
計
画
案
の
作
成
及
び
西
国
立
駅

西
地
区
地
区
計
画
の
変
更
を
進
め
ま

す
。

•
各
都
市
計
画
道
路
の
整
備
に
取
り

組
み
、
都
市
基
盤
の
強
化
を
進
め
ま

す
。
あ
わ
せ
て
、
台
風
等
に
よ
る
倒

木
の
リ
ス
ク
を
防
ぐ
た
め
、
街
路
樹

調
査
を
進
め
、
安
全
・
安
心
な
環
境

の
デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進
し
て
市
民
の

利
便
性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、

デ
ジ
タ
ル
技
術
や
Ａ
Ｉ
等
の
活
用
に

よ
り
業
務
を
効
率
化
す
る
こ
と
で
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
へ
つ
な
げ
ま

す
。

❸
脱
炭
素
社
会
の
構
築
と
防
災
・
減

災
の
推
進　

2
0
5
0
年
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
向
け
、
温

室
効
果
ガ
ス
排
出
量
抑
制
の
取
り
組

み
を
加
速
す
る
と
と
も
に
、
地
震
や

台
風
等
の
災
害
発
生
を
想
定
し
て
レ

ジ
リ
エ
ン
ス（
災
害
対
応
力
）の
強
化

を
基
本
と
し
た
取
り
組
み
を
推
進
し

ま
す
。
国
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、

多
様
な
主
体
と
連
携
し
、
グ
リ
ー
ン

社
会
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
み
ま

す
。

❹
持
続
可
能
な
行
財
政
運
営　

感
染

症
の
拡
大
に
よ
り
、
地
域
課
題
の
複

雑
化
、
多
様
化
も
さ
ら
に
進
み
、
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
で
不
確
実
性
が
高
ま

っ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
少
子
化
や

高
齢
化
、
都
市
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化

な
ど
の
予
見
可
能
な
中
長
期
的
な
課

題
も
抱
え
て
い
ま
す
。

　

公
共
施
設
の
再
編
等
に
よ
る
更
新

に
係
る
経
費
の
抑
制
や
増
嵩
す
る
社

会
保
障
関
係
経
費
に
対
応
す
る
と
と

も
に
、「
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
水
準
と

最
適
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
手
法
に
よ
る

事
業
の
再
構
築
」
を
実
施
す
る
こ
と

で
、
不
確
実
な
状
況
変
化
へ
の
備
え

を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
各
施
策
の
推
進
に
あ
た
っ

基
本
方
針

Ⅰ
　

コ
ロ
ナ
危
機
か
ら
「
交
流
都
市
」

へ
の
新
た
な
発
展　

令
和
５
年
度
の

経
営
方
針
は
、
次
の
４
つ
の
事
項
を

政
策
横
断
的
な
視
点
と
し
て
重
視
し
、

市
長
公
約
及
び
各
種
計
画
に
沿
っ
た

政
策
を
着
実
に
進
め
ま
す
。

❶
協
働
・
連
携
の
さ
ら
な
る
推
進

感
染
症
の
拡
大
が
も
た
ら
し
た
社
会

環
境
の
変
化
に
よ
り
、
市
民
や
事
業

者
等
の
活
動
が
抑
制
さ
れ
て
き
ま
し

た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用

な
ど
に
よ
り
、
新
た
な
「
に
ぎ
わ
い
」

や
「
や
す
ら
ぎ
」
を
生
み
出
す
た
め

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
市
の
事

業
に
お
い
て
も
、
こ
う
し
た
事
業
手

法
の
転
換
に
よ
る
効
率
的
・
効
果
的

な
運
営
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
市
民

や
事
業
者
、
団
体
等
と
連
携
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ
ノ
ウ
ハ
ウ
を
最
大

限
に
活
用
し
て
事
業
を
推
進
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
地
域
共
生
の

社
会
づ
く
り
や
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
の
推
進
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
政
策

分
野
で
、
官
と
民
、
官
と
官
が
協
働
・

連
携
し
、
社
会
課
題
の
解
決
に
取
り

組
み
ま
す
。

❷
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
と
基
盤
の
強

化　

デ
ジ
タ
ル
化
は
、
生
活
環
境
に

大
き
な
変
革
を
も
た
ら
し
、
感
染
症

の
拡
大
が
そ
の
必
要
性
を
加
速
さ
せ

て
い
ま
す
。
市
の
情
報
基
盤
で
あ
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
の
強
化
の
取
り

組
み
を
前
提
と
し
、
行
政
手
続
き
等

づ
く
り
に
つ
な
げ
ま
す
。

•
立
川
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会

が
進
め
る
立
川
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
事
業
を
支

援
す
る
と
と
も
に
、
観
光
等
の
資
源

の
発
掘
や
魅
力
発
信
を
協
働
し
て
実

施
し
、
交
流
人
口
の
拡
大
を
進
め
ま

す
。

•
高
品
質
な
「
立
川
印
」
の
農
産
物

の
魅
力
を
市
内
外
へ
発
信
し
、
ブ
ラ

ン
ド
の
定
着
を
図
る
こ
と
で
地
産
地

消
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
立
川
市

だ
か
ら
こ
そ
実
現
で
き
る
都
市
農
業

の
魅
力
の
向
上
と
発
展
を
支
援
し
ま

す
。

❹
福
祉
・
保
健

•
地
域
住
民
の
複
雑
化
、
複
合
化
す

る
課
題
解
決
の
た
め
に
開
始
し
た
重

層
的
な
支
援
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
、

高
齢
者
、
障
害
者
、
生
活
困
窮
者
な

ど
の
対
象
や
分
野
に
よ
ら
な
い
複
合

的
な
相
談
体
制
を
引
き
続
き
進
め
る

と
と
も
に
、
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
団

体
、
事
業
者
等
と
の
連
携
を
支
援
し

て
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
、
地
域
共

生
社
会
の
構
築
を
進
め
ま
す
。

•
介
護
人
材
不
足
へ
の
対
応
な
ど
、

喫
緊
の
課
題
に
取
り
組
む
こ
と
で
、

社
会
保
険
制
度
の
安
定
運
営
に
つ
な

げ
ま
す
。

•
障
害
者
差
別
解
消
法
が
改
正
さ
れ
、

事
業
者
の
合
理
的
配
慮
の
提
供
が
義

務
化
さ
れ
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
関

係
条
例
を
改
正
し
、
周
知
啓
発
と
理

解
促
進
を
図
り
ま
す
。

•
医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な
障
害
児
及

び
重
症
心
身
障
害
者
や
そ
の
家
族
介

護
者
に
つ
い
て
、
レ
ス
パ
イ
ト（
休

養
）の
促
進
な
ど
、
在
宅
生
活
の
支

援
を
実
施
し
ま
す
。

❺
行
政
経
営
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

•
立
川
駅
南
口
に
開
設
し
た
「
コ
ト

リ
ン
ク
」
が
有
す
る
情
報
発
信
機
能

を
活
用
し
て
、
に
ぎ
わ
い
と
回
遊
性

を
創
出
し
、
来
訪
者
へ
の
Ｐ
Ｒ
や
地

域
活
性
化
に
つ
な
げ
る
と
と
も
に
、

本
市
を
中
心
と
し
た
多
摩
地
域
の
シ

テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
戦
略
的
に

推
進
し
ま
す
。

•
庁
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
情
報
基
盤

を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
行
政
手
続

き
等
の
デ
ジ
タ
ル
化
と
業
務
の
効
率

化
の
両
立
を
進
め
、
市
民
の
利
便
性

と
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
指
し

ま
す
。

•
公
共
施
設
の
老
朽
化
へ
の
対
応
に

つ
い
て
は
、
学
校
施
設
を
中
心
に
建

替
え
等
へ
順
次
着
手
し
て
い
く
こ
と

か
ら
、
財
政
支
出
の
平
準
化
を
図
る

と
と
も
に
、
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
等
の

事
業
手
法
に
よ
り
事
業
者
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
活
用
し
、
連
携
し
て
効
率
的
・

効
果
的
に
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

•
コ
ロ
ナ
禍
で
活
動
の
制
限
を
受
け

て
い
る
自
治
会
や
市
民
活
動
に
つ
い

て
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
核
と

し
て
の
活
動
が
継
続
で
き
る
よ
う
支

援
し
、
協
働
・
連
携
の
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
み
ま
す
。

重
点
改
革
事
項

Ⅲ❶
公
有
財
産
の
有
効
活
用

❷
最
適
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
手
法
の
推

進
❸
行
政
手
続
き
等
に
お
け
る
デ
ジ
タ

ル
化
の
推
進

❹
業
務
の
効
率
化
等

　

令
和
５
年
度
経
営
方
針
の
全
文
、

市
政
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集

計
結
果
、
令
和
４
年
度
行
政
評
価

表
は
、
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー（
市

役
所
３
階
）と
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

問
行
政
経
営
課
・
内
線
2
7
0
3

経
営
方
針
を
策
定

　

市
は
、
市
長
公
約
や
立
川
市
第
４
次
長
期
総
合
計
画
、
行
政
評
価
の
結
果
を
踏
ま
え

て
、「
令
和
５
年
度
経
営
方
針
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
今
後
、
こ
の
経
営
方
針
に
基
づ

き
、
令
和
５
年
度
の
予
算
編
成
、
組
織
編
成
や
定
員
管
理
な
ど
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

令和５年度

マスクの着用や検温など、 感染症の予防にご協力をお願いします。
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凡例：対対象 時日時 場場所 師講師 費費用（記載がないものは無料）入入会金 年年会費 月月会費 定定員 保保育 持持ち物 申申し込み（記載がないものは午前8時30分から

立川市役所 （〒190-8666）立川市泉町1156-9  ☎042（523）2111〔代表〕  Fax042（521）2653

会
議
、
講
演
会
等
に
手
話
通
訳
等
を
希
望
す
る
方
は
開
催
1
週
間
前
ま
で
に
各
問
い
合
わ
せ
先
、
ま
た
は
下
記
フ
ァ
ク
ス
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
Fax（
5
2
1
）2
6
5
3

「
立
川
市
障
害
の
あ
る
人
も

な
い
人
も
共
に
暮
ら
し
や
す

い
ま
ち
を
つ
く
る
条
例
」
改

正
に
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い

　

現
行
の
条
例
が
施
行
さ
れ
て
3
年

が
経
過
し
、
こ
の
間
、「
障
害
を
理

由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関

す
る
法
律
」
が
改
正
さ
れ
る
な
ど
、

社
会
状
況
の
変
化
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
条
例
の
改
正
内
容
を
検
討

し
、
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。
皆
さ
ん

の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

検
討
内
容
は
、
9
月
26
日（
月
）か

ら
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
障
害
福
祉
課

（
市
役
所
1
階
1
番
窓
口
）、
市
政
情

報
コ
ー
ナ
ー（
市
役
所
3
階
）、
窓
口

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
各
連
絡
所
、

各
地
域
学
習
館
、
各
学
習
等
供
用
施

設（
会
館
）、
各
図
書
館
、
女
性
総
合

セ
ン
タ
ー
、
子
ど
も
未
来
セ
ン
タ
ー
、

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
ご
覧
に
な
れ

ま
す
。

●
ご
意
見
の
提
出
方
法

10
月
19
日

（
水
）〔
必
着
〕ま
で
に
、
住
所
、
氏
名

を
書
い
て
、
直
接
、
ま
た
は
郵
送
、

フ
ァ
ク
ス
、
E
メ
ー
ル
で
障
害
福
祉

課（
市
役
所
1
階
1
番
窓
口
）内
線
1

5
2
0
Fax（
５
２
９
）８
６
７
６
e

shougaifukushi@
city.tachika

w
a.lg.jp

へ
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
専
用
フ
ォ
ー

ム
も
利
用
で
き
ま
す
。

生
産
緑
地
地
区
変
更
案
の
縦

覧
と
意
見
書
の
提
出

　

市
は
、
都
市
計
画
法
に
基
づ
き
、

生
産
緑
地
地
区
変
更
案
の
縦
覧
と
意

見
書
の
提
出
を
受
け
付
け
ま
す
。

●
縦
覧

時
10
月
3
日（
月
）〜
17
日

（
月
）、
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時

15
分〔
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除

く
〕場
都
市
計
画
課

●
意
見
書
の
提
出

10
月
3
日（
月
）

〜
17
日（
月
）〔
消
印
有
効
〕に
、
①
立

川
市
長
宛
②
標
題（
生
産
緑
地
地
区

変
更
案
に
関
す
る
意
見
書
）③
日
付
、

住
所
、
氏
名
④
意
見
を
書
い
て
、
直

接
、
ま
た
は
郵
送
で
都
市
計
画
課
都

市
総
務
係（
市
役
所
2
階
73
番
窓
口
）

内
線
2
3
6
7
へ

イ
オ
ン
モ
ー
ル（
株
）と
「
災

害
時
等
に
お
け
る
支
援
協
力

に
関
す
る
協
定
」
を
締
結

　

市
は
、

イ
オ
ン
モ

ー
ル
株
式

会
社
と「
災

害
時
等
に

お
け
る
支

援
協
力
に

関
す
る
協
定
」
を
、
9
月
4
日
に
締

結
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
に
よ
っ
て
、
災
害
時
に
、

市
民
の
一
時
避
難
場
所（
風
水
害
時

の
車
両
避
難
）、
食
糧
・
生
活
物
資

等
を
集
積
す
る
場
所（
震
災
時
の
物

資
等
の
集
積
拠
点
）と
し
て
、
イ
オ

ン
モ
ー
ル
む
さ
し
村
山
駐
車
場
と
倉

庫
の
一
部
を
貸
し
て
い
た
だ
け
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

問
防
災
課
・
内
線
2
5
3
2

公
開
す
る
会
議
日
程

市
は
、
審
議
会
な
ど
の
会
議
を
公

開
し
て
い
ま
す
。
申
は
申
込
制（
申

込
順
）。
そ
の
ほ
か
は
直
接
会
場
へ

（
先
着
順
）。

申
行
財
政
問
題
審
議
会

時
10
月
3

日（
月
）午
後
6
時
30
分
か
ら
場
市
役

所
2
階
209
会
議
室
定
5
人
申
行
政
経

営
課
・
内
線
2
7
0
3
へ

●
介
護
保
険
運
営
協
議
会

時
10
月

6
日（
木
）午
後
3
時
か
ら
場
市
役
所

2
階
208
・
209
会
議
室
定
3
人
問
介
護

保
険
課
介
護
給
付
係
・
内
線
1
4
5

8●
生
涯
学
習
推
進
審
議
会

時
10
月

11
日（
火
）午
後
6
時
30
分
か
ら
場
女

性
総
合
セ
ン
タ
ー
5
階
第
2
学
習
室

定
5
人
問
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー

☎（
5
2
7
）5
7
5
7

●
教
育
委
員
会
定
例
会

時
・
場
▽

10
月
13
日（
木
）午
後
1
時
か
ら
＝
市

役
所
2
階
208
・
209
会
議
室
▽
10
月
28

日（
金
）午
後
1
時
か
ら
＝
市
役
所
2

階
205
会
議
室
定
各
20
人
問
教
育
総
務

課
庶
務
係
・
内
線
2
4
6
5

申
図
書
館
協
議
会

時
10
月
14
日

（
金
）午
後
2
時
か
ら
場
中
央
図
書
館

4
階
会
議
室
定
5
人
申
中
央
図
書
館

☎（
5
2
8
）6
8
0
0
へ

●
障
害
者
施
策
推
進
委
員
会

時
10

月
25
日（
火
）午
前
10
時
か
ら
場
市
役

所
1
階
101
会
議
室
定
3
人
問
障
害
福

祉
課
・
内
線
１
５
２
０
Fax（
５
２
９
）

８
６
７
６
eshougaifukushi@

ci
ty.tachikaw

a.lg.jp

●
都
市
計
画
審
議
会

時
10
月
27
日

（
木
）午
前
10
時
か
ら
場
市
役
所
2
階

205
会
議
室
定
5
人
問
都
市
計
画
課
都

市
総
務
係
・
内
線
2
3
6
5

納付書裏面等に記載の場所で納付してくだ
さい問国民健康保険料＝保険年金課賦課
係・内線1416、後期高齢者医療保険料＝
保険年金課賦課係・内線1406、介護保険
料＝介護保険課介護保険料係・内線1446

▷国民健康保険料第3期分▷後期高齢
者医療保険料第3期分▷介護保険料第
3期分

9月30日金今月の
納期

オミクロン株対応ワクチン接種が始まります
新型コロナウイルスワクチン接種

■接種の予約・相談、お問い合わせ
●立川市新型コロナウイルスワクチン接種予約センター（コールセンター）
 ☎0120（741）567〔土曜・日曜日、祝日を除く、午前8時30分～午後5時30分〕
●立川市接種予約システム
 https://v-yoyaku.jp/132021-tachikawa
  〔土曜・日曜日、祝日を含む、24時間〕

■新型コロナウイルス感染症に関する相談窓口
　症状があり、かかりつけ医がいない方など

●東京都発熱相談センター  ☎03（6258）5780、☎03（5320）4592
　〔土曜・日曜日、祝日を含む、24時間〕

　市は、９月28日㈬からオミクロン株対応ワクチンの接種を開始します。２回目以上の接種を終えた方は、オミク

ロン株対応ワクチンを接種することができます。従来型のワクチンを使用する１回・２回目接種は接種場所が限ら

れるので、希望する方は早めにご検討ください。

■接種対象
　初回（１回・２回目）接種を完了しており、前回接種日から５か月を経過
した、12歳以上の方です。

■接種券の発送と予約開始
　国が定める接種順位に基づき、対象となる方に順次、新たに接種券を送
付します。接種予約の受け付けは、９月21日に開始しました。なお、前回
接種日以降に、立川市に転入した方は接種券発行申請が必要です。くわし
くは、市ホームページをご覧ください。

対象 前回接種日 発送日

３回目まで終了の60歳以上の方
２月 25 日まで ９月16日に発送済

２月 26 日～５月31日
10 月 ３日㈪

２回目まで終了の60歳以上の方 ５月 31 日まで

上記以外の２回目以上終了の
12歳以上の方

令和３年12月31日まで 10 月 ７日㈮

１月１日～３月20日まで 10 月 11 日㈫

以降、 ２回目以上を終了した12歳以上の方に、 前回接種日に応じて順次発送

　上記「接種対象」に該当する方で、３回目以降の未使用の接種券をお持
ちの場合は、すでにお持ちの接種券をお使いいただくこともできます。新
たな接種券と重複して使用しないようご注意ください。

■ワクチンの内容
　オミクロン株対応ワクチンはオミクロン株（BA.1型）と従来型に対応した
２価ワクチンです。これまでの１価の従来型ワクチンを上回る重症化予防
効果があることが期待されるとともに、短い期間である可能性はあるも
のの、オミクロン株に対する感染予防効果や発症予防効果も期待されます。
また、２種類の抗原が提示されることになり、誘導される免疫も、より多
様な新型コロナウイルスに反応するため、今後の変異株に対して有効であ
る可能性が高いとされています。

5歳～11歳の方の3回目接種が始まりました
　２回目接種から５か月が経過した５歳～11歳の方が対象です。接
種券は２回目接種から５か月を経過するころ、送付します。また、
３回目接種の開始とあわせて、５歳～11歳の方の１回～３回目接種
も12歳以上の方と同様に努力義務となりました。接種実施医療機関
など、くわしくは市ホームページをご覧ください。
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保
育
施
設

■
し
お
り
と
案
内
の
配
布

　

令
和
5
年
4
月
か

ら
市
内
の
保
育
施
設

に
入
所
を
希
望
す
る

方
に
「
保
育
施
設
利

用
申
し
込
み
の
し
お

り
」
と
「
育
児
休
業
明
け
入
園
予
約

の
ご
案
内
」
を
、
9
月
26
日（
月
）か

ら
配
布
し
ま
す（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
）。

▼
配
布
場
所
＝
保
育
課（
市
役
所
1

階
22
番
窓
口
）、
市
内
認
可
保
育
園
、

窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
子
ど
も

家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー（
子
ど
も
未
来

セ
ン
タ
ー
1
階
）、
東
部
・
西
部
・

富
士
見
連
絡
所

■
利
用
の
申
し
込
み

▼
対
象
者
＝
仕
事
や
病
気
な
ど
で
、

日
中
ご
家
庭
で
就
学
前
の
お
子
さ
ん

を
保
育
で
き
な
い
方
▼
受
付
期
間

＝
11
月
1
日（
火
）〜
21
日（
月
）〔
土

曜
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
。
た
だ

し
、
11
月
5
日（
土
）・
12
日（
土
）・

20
日（
日
）は
休
日
受
付
を
開
設
〕▼

受
付
場
所
＝
し
お
り
を
参
照

■
育
児
休
業
明
け
入
園
予
約
制
度

　

育
児
休
業
明
け
入
園
予
約
制
度
は
、

お
子
さ
ん
の
1
歳
の
誕
生
日
の
前
日

以
降
も
法
律
に
基
づ
く
育
児
休
業
を

取
得
し
、
復
職
に
あ
わ
せ
て
年
度
途

中
か
ら
の
入
園
を
希
望
す
る
場
合
に
、

保
育
園
の
入
園
を
あ
ら
か
じ
め
確
保

し
て
お
く
こ
と
で
、
安
心
し
て
育
児

休
業
を
取
得
し
て
い
た
だ
く
た
め
の

も
の
で
す
。
実
施
園
は
次
の
と
お
り
。

▼
私
立
西
国
立
保
育
園
分
園（
羽
衣

町
1
─21
─11
）▼
私
立
た
か
の
み
ち

保
育
園
さ
い
わ
い
分
園（
幸
町
5
─

1
1
1
─4
）▼
私
立
た
か
の
み
ち
保

育
園
さ
か
え
分
園（
栄
町
6
─13
─1
）

　

く
わ
し
く
は
9
月
26
日（
月
）か
ら

配
布
す
る
案
内（
上
記
参
照
）を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
保
育
課
・
内
線
1
3
2
5

小
学
校

■
就
学
時
健
康
診
断

　

令
和
5
年
4
月

か
ら
小
学
校
へ
入

学
す
る
お
子
さ
ん

を
対
象
に
、
就
学

時
健
康
診
断
を
10

月
19
日（
水
）〜
11
月
30
日（
水
）に
順

次
各
校
で
行
い
ま
す
。
く
わ
し
く
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

対
象
の
方
に
は
通
知
書
と
保
健
調
査

票
な
ど
を
10
月
上
旬
に
送
付
し
ま
す
。

当
日
は
保
護
者
が
付
き
添
い
の
上
、

指
定
さ
れ
た
学
校
の
会
場
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。
通
知
書
が
届
か
な
い
場

合
や
、
指
定
日
に
会
場
へ
行
け
な
い

場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

持
保
健
調
査
票
、
就
学
時
健
康
診
断

票
、「
黄
色
い
帽
子
」
の
調
査
票
、

母
子
手
帳
、
筆
記
用
具
、
上
履
き

（
お
子
さ
ん
と
保
護
者
の
分
）、
靴
を

入
れ
る
袋

問
学
務
課
学
校
保
健
係
・
内
線
2
5

1
5学

童
保
育
所

■
学
童
保
育
所
と
は

　

放
課
後
に
帰
宅
し
て
も
、
保
護
者

が
仕
事
等
で
適
切
に
保
育
で
き
な
い

家
庭
の
児
童
を
安
全
に
保
育
す
る
施

設
で
す
。
介
助
が
必
要
な
お
子
さ
ん

の
保
育
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
保
育
時
間

▼
通
常
保
育
＝
下
校

時（
土
曜
日
、
学
校
休
業
日
は
午
前

8
時
）〜
午
後
6
時
▼
延
長
保
育
＝

午
後
6
時
〜
7
時

●
費
用　

行
事
に
よ
っ
て
別
途
参
加

費
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
▼
通

常
保
育
＝
月
４
０
０
０
円（
第
2
子

か
ら
月
２
５
０
０
円
）▼
延
長
保
育

＝
通
常
保
育
料
に
月
２
０
０
０
円
加

算（
日
額
５
０
０
円
で
一
時
利
用
可
）

▼
間
食
費
＝
月
2
0
0
0
円

■
入
所
申
請

　

学
童
保
育
所
に
令
和
5
年
4
月
か

ら
入
所
を
希
望
す
る
方
の
申
請
を
受

け
付
け
ま
す（
郵
送
不
可
）。
す
で
に

入
所
し
て
い
る
方
も
申
請
が
必
要

で
す
。
申
請
方
法
等
く
わ
し
く
は
、

「
入
所
申
請
の
ご
案
内
」
ま
た
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
「
入
所
申
請
の
ご
案
内
」
の
配
布

10
月
11
日（
火
）か
ら
、
各
学
童
保

育
所
、
子
ど
も
育
成
課（
市
役
所
1

階
23
番
窓
口
）で
配
布
し
ま
す（
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も

可
）。

●
受
付
期
間

11
月
9
日（
水
）〜
24

日（
木
）

●
受
付
場
所　
各
学
童
保
育
所〔
日

曜
日
、祝
日
を
除
く
〕、子
ど
も
育
成
課

〔
土
曜
・
日
曜
日
、祝
日

を
除
く
。た
だ
し
、11

月
12
日（
土
）・20
日（
日
）

は
臨
時
受
付
を
開
設
〕

問
子
ど
も
育
成
課
学
童
保
育
所
係
・

内
線
1
3
0
0

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
〜

被
保
険
者
証
を
郵
送

　

現
在
発
行
さ
れ
て
い
る
被
保
険
者

証（
藤
色
）の
有
効
期
限
は
、
9
月
30

日（
金
）で
す
。
10
月
1
日（
土
）か
ら

使
用
で
き
る
新
し
い
被
保
険
者
証

（
水
色
）を
9
月
中
旬
〜
下
旬
に
簡
易

書
留
で
郵
送
し
ま
す
。
期
限
が
切
れ

た
古
い
被
保
険
者
証
は
裁
断
し
て
処

分
し
て
く
だ
さ
い
。

●
自
己
負
担
の
割
合
が
変
わ
り
ま
す

10
月
1
日（
土
）か
ら
、
医
療
機
関

等
の
窓
口
で
支
払
う
医
療
費
の
自
己

負
担
割
合
の
区
分
が
変
わ
り
ま
す
。

現
行
の
「
1
割
」
と
「
3
割
」
に
、

新
た
に
「
2
割
」
の
区
分
が
追
加
さ

れ
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
自
己
負
担
割
合
が

「
1
割
」
の
方
の
う
ち
、
次
の
す
べ

て
を
満
た
す
方
の
自
己
負
担
割
合
が

「
2
割
」
に
変
わ
り
ま
す
▼
世
帯
に

課
税
所
得（
※
1
）が
28
万
円
以
上
と

な
る
被
保
険
者
が
い
る
▼
年
金
収
入

と
そ
の
他
の
合
計
所
得（
※
2
）の
合

計
が
2
0
0
万
円（
被
保
険
者
が
2

人
以
上
の
世
帯
の
場
合
は
3
2
0
万

円
）以
上
あ
る

※
1　

課
税
所
得
と
は
、
前
年
の
収

入
か
ら
各
種
所
得
控
除
を
引
い
た
も

の
で
、
住
民
税
納
税
通
知
書
の
「
課

税
標
準
」
の
額
で
す
。

※
2　

そ
の
他
の
合
計
所
得
と
は
、

事
業
収
入
や
給
与
収
入
等
か
ら
必
要

経
費
や
給
与
所
得
控
除
等
を
差
し
引

い
た
後
の
金
額
の
こ
と
で
す
。

●
2
割
負
担
と
な
る
方
に
は
負
担
軽

減（
配
慮
措
置
）が
あ
り
ま
す　

自
己

負
担
割
合
が
「
2
割
」
と
な
る
方
の

急
激
な
負
担
増
を
抑
え
る
た
め
、
令

和
4
年
10
月
1
日
か
ら
の
3
年
間
、

外
来
医
療
の
負
担
増
加
額
の
上
限
が

1
か
月
当
た
り
最
大
3
0
0
0
円
ま

で
と
な
り
ま
す
。
上
限
額
を
超
え
て

支
払
っ
た
金
額
は
高
額
療
養
費
と
し

て
支
給（
払
い
戻
し
）さ
れ
ま
す
。

問
保
険
年
金
課
医
療
給
付
係
・
内
線

1
4
0
1

介
護
・
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

事
業
者
を
支
援
し
ま
す

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
原
油
価
格
・

光
熱
費
等
の
物
価
高
騰
に
よ
り
負
担

が
増
加
し
て
い
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
事

業
者
ま
た
は
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事

業
者
に
対
し
、
事
業
の
継
続
を
支
援

す
る
た
め
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

く
わ
し
く
は
対
象
事
業
者（
法
人
）へ

郵
送
し
た
案
内
、
ま
た
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
介
護
保
険
課
・
内
線
1
4
4
2
、

障
害
福
祉
課
・
内
線
1
5
2
0

交
通
事
業
者
を
支
援
し
ま
す

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
日
常
生
活
に
お

け
る
移
動
手
段
を
維
持
す
る
た
め
、

原
油
価
格
や
物
価
高
騰
に
よ
り
著
し

い
影
響
を
受
け
て
い
る
地
域
公
共
交

令和
5年度

保
育
施
設
・
小
学
校
・
学
童
保
育
所

入
園
・
入
学
・
入
所
の
ご
案
内

10
月
1
日
か
ら
、
夕
焼
け
小
焼
け
の
チ
ャ
イ
ム
を
午
後
4
時
30
分
に
変
更
し
ま
す〔
防
災
課
〕

通
事
業
者
の
事

業
継
続
を
支
援

し
ま
す
。
支
援

金
額
等
、
く
わ

し
く
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

●
支
援
対
象

▼
路
線
バ
ス
事

業
者（
高
速
乗
合
バ
ス
、
貸
し
切
り

バ
ス
事
業
者
を
除
く
）▼
タ
ク
シ
ー

事
業
者（
法
人
・
個
人
）

問
交
通
対
策
課
・
内
線
2
2
8
0

住
居
表
示
実
態
調
査
に
ご
協

力
く
だ
さ
い

　

住
居
表
示
台
帳
を
現
況
に
あ
わ
せ

て
修
正
・
整
理
し
、
正
し
い
住
居
表

示
番
号
を
付
け
る
た
め
、
該
当
地
域

で
住
宅
の
外
観
調
査
を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
調
査
員
は
市
の
腕
章
を
着

用
し
、
市
発
行
の
身
分
証
明
書
を
携

帯
し
て
い
ま
す
。

時
10
月
31
日（
月
）ま
で
場
富
士
見
町

と
柴
崎
町
の
全
域

問
市
民
課
管
理
係
・
内
線
1
3
6
0

見守りホットラインにご連絡を！

　市は、支援を必要とする家庭が地域から孤立する
ことや、孤立死等を防止するため、専用電話「見守
りホットライン」を開設しています。令和２年度と令
和３年度の通報件数は下表のとおりです。

受付場所 令和２年度 令和３年度
見守りホットライン
市役所代表電話等

17
39

17
54

合計 56 71

問福祉総務課・内線1492

●安否確認の通報 通年24時間
●支援等の相談 土曜・日曜日、祝日、年末年始を除く、
 午前８時30分～午後５時15分

☎042（506）0024
コ ー ル お お 通 報

マスクの着用や検温など、 感染症の予防にご協力をお願いします。
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保
護
法
に
よ
る
生
活
保
護
を
受
け
て

い
る
▼
中
国
残
留
邦
人
等
支
援
法
の

支
給
を
受
け
て
い
る
▼
児
童
扶
養
手

当
ま
た
は
特
別
児
童
扶
養
手
当
を
受

給
し
て
い
る
▼
老
齢
福
祉
年
金（
※
）

を
受
給
し
て
い
る
▼
次
の
い
ず
れ
か

の
方
が
い
て
世
帯
全
員
が
市
民
税
非

課
税
▽
身
体
障
害
者
手
帳
1
級
・
2

級
▽
愛
の
手
帳
1
度
・
2
度
▽
精
神

障
害
者
手
帳
1
級
・
2
級
▽
要
介
護

4
・
要
介
護
5
▼
市
長
が
特
別
な
理

由
が
あ
る
と
認
め
た

※
老
齢
福
祉
年
金
と
は
、
大
正
5
年

4
月
1
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
が
対

象
の
制
度
で
、「
老
齢
基
礎
年
金
」

と
は
異
な
り
ま
す
。

問
ご
み
対
策
課
・
内
線
6
7
5
1

「
て
ま
え
ど
り
Ｐ
Ｏ
Ｐ
に
よ

る
食
品
ロ
ス
削
減
の
啓
発
」

を
実
施
し
ま
す

　

市
は
、
食
品
ロ
ス
削
減
に
向
け
た

取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、「
て
ま

え
ど
り
P
O
P
に
よ
る
食
品
ロ
ス
削

減
の
啓
発
」
を
、
環
境
省
が
定
め
る

フ
ー
ド
ロ
ス
削
減
月
間〔
10
月
1
日

（
土
）〜
31
日（
月
）〕に
あ
わ
せ
て
実

施
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
市
が
作
成
し
た
「
す
ぐ

に
食
べ
る
と
き
は
手
前
の
商
品
か
ら

取
っ
て
」
と
い
う
内
容
の
P
O
P
を

市
内
の
協
力
店
舗
の
棚
に
掲
示
し
て

も
ら
い
、
消
費
者
に
「
て
ま
え
ど

り
」
を
お
願
い
す
る
も
の
で
す
。

　
「
て
ま
え
ど
り
」
を
積
極
的
に
行

い
、
食
品
ロ
ス
の
削
減
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

　

協
力
店
舗
の
一
覧
な
ど
く
わ
し
く

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

問
ご
み
対
策
課
・
内
線
6
7
5
7

第
34
回
立
川
よ
い
と
祭
り
は
10
月
15
日（
土
）に
延
期
し
て
開
催
し
ま
す
。
く
わ
し
く
は
「
立
川
市
地
域
文
化
振
興
財
団
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
問
同
財
団
☎（
５
２
６
）１
３
１
２

指
導
員
が
巡
回
し
て
い
な
い
時
間
に

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
罰
金
を
徴
収

す
る
よ
う
に
し
た
ら
ど
う
で
す
か
。

●
市
の
回
答　

市
で
は
、
喫
煙
者
と

非
喫
煙
者
が
共
存
し
、
安
全
で
快
適

な
生
活
環
境
を
確
保
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
喫
煙
制
限
条
例
を
平
成
20
年

か
ら
施
行
し
て
い
ま
す
。

　

条
例
の
主
旨
を
踏
ま
え
、
喫
煙
マ

ナ
ー
ア
ッ
プ
実
行
委
員
会
に
よ
る
巡

回
や
啓
発
等
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
活
動
、

路
面
表
示
シ
ー
ト
等
を
活
用
し
た
周

知
啓
発
、
立
川
駅
周
辺
の
清
掃
業
務

や
喫
煙
マ
ナ
ー
指
導
員
に
よ
る
啓
発

等
を
行
い
、
喫
煙
者
の
マ
ナ
ー
向
上

を
促
し
て
い
ま
す
。

　

喫
煙
制
限
条
例
に
罰
金
の
規
定
な

ど
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
引
き
続
き
喫

煙
マ
ナ
ー
の
向
上
を
促
す
た
め
の
周

知
啓
発
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

家
庭
ご
み
指
定
収
集
袋
の
減

免
申
請

　

市
は
、
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る

世
帯
を
対
象
に
、
ご
み
処
理
手
数
料

の
減
免
措
置
と
し
て
、
家
庭
ご
み
指

定
収
集
袋
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

11
月
〜
令
和
5
年
10
月
の
1
年
分

の
減
免
申
請
の
受
け
付
け
を
開
始
し

ま
す
。
昨
年
度
申
請
し
、
今
年
度
も

減
免
対
象
と
な
る
世
帯
に
は
、
10
月

上
旬
に
申
請
書
を
発
送
し
ま
す
。
必

要
事
項
を
記
入
し
、
同
封
の
返
信
用

封
筒
で
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請

書
が
届
か
な
い
方
は
、
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
令
和

5
年
3
月
末
ま
で
に
申
請
を
受
け
た

分
の
指
定
収
集
袋
は
ご
自
宅
等
に
配

送
し
ま
す
。

●
減
免
対
象
と
な
る
世
帯

▼
生
活

し
て
く
だ
さ
い
。

●
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

ト
ッ
プ
ペ
ー

ジ
の
「
市
政
へ
の
ご
意
見
お
問
い

合
わ
せ
」
か
ら
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

●
フ
ァ
ク
ス　

広
報
課
Fax（
5
2
1
）

2
6
5
3
へ

広
聴
制
度
の
流
れ

　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
・

ご
要
望
は
、
次
の
と
お
り
受
け
付
け
、

回
答
を
し
て
い
ま
す
。

　

広
報
課（
受
付
）↓
担
当
課（
回
答

案
を
作
成
）↓
市
長（
回
答
案
の
確

認
・
決
定
）↓
市
民
の
皆
さ
ん
へ
回

答
を
送
付

●
お
願
い
と
ご
注
意

▼
簡
易
な
質

問
等
は
、
担
当
課
か
ら
直
接
回
答
し

ま
す
▼
次
に
該
当
す
る
も
の
は
、
原

則
と
し
て
受
け
付
け
と
回
答
を
行
い

ま
せ
ん
▽
市
の
業
務
で
は
な
い
も
の

（
国
、都
、他
市
区
町
村
の
業
務
な
ど
）

▽
誹
謗
、中
傷
、公
序
良
俗
に
反
す
る

も
の
▽
宗
教
活
動
に
関
す
る
も
の
な

ど
　

な
お
、
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意

見
な
ど
は
、
個
人
が
特
定
で
き
な
い

よ
う
編
集
し
た
上
で
、
要
旨
を
「
広

報
た
ち
か
わ
」
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

寄
せ
ら
れ
た「
声
」を
紹
介

し
ま
す

●
J
R
立
川
駅
南
口
周
辺
の
喫
煙
者

に
つ
い
て

J
R
立
川
駅
南
口
周
辺

に
喫
煙
所
以
外
で
喫
煙
す
る
人
が
増

え
て
い
ま
す
。
特
に
、
喫
煙
マ
ナ
ー

　

市
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
「
声
」

を
反
映
し
た
市
政
運
営
を
行
う
た
め
、

提
案
、
要
望
、
意
見
、
質
問
な
ど
を

お
受
け
す
る
広
聴
制
度
を
設
け
て
い

ま
す
。
令
和
3
年
度
の
広
聴
結
果
と

皆
さ
ん
の
「
声
」
の
受
付
方
法
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

令
和
3
年
度
広
聴
結
果

　

皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
、

ご
要
望
な
ど
は
、
市
長
が
確
認
、
指

示
を
行
い
、
市
の
施
策
に
反
映
さ
せ

る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。
令
和
3
年

度
の
広
聴
結
果
は
左
表
の
と
お
り
で

す
。皆

さ
ん
の「
声
」の
受
付
方

法
　

ご
意
見
、
ご
要
望
な
ど
は
次
の
方

法
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
回
答
を
希

望
さ
れ
、
連
絡
先（
住
所
、
氏
名
等
）

を
ご
記
入
い
た
だ
い
た
方
に
は
、
回

答
を
お
送
り
し
ま
す
。

●
郵
送　

切
手
不
要
の
「
市
長
へ
の

は
が
き
・
封
筒
」
を
市
役
所
や
地
域

学
習
館
な
ど
の
市
の
施
設
に
用
意
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
ほ
か
の
用

紙
で
も
広
報
課（
〒
１
９
０
‒８
６
６

６
、
住
所
記
入
不
要
）宛
て
に
郵
送

皆
さ
ん
の「
声
」を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

広
聴
制
度
の
お
知
ら
せ

問
広
報
課
広
報
広
聴
係
・
内
線
2
7
4
4

内　容 件数

子ども・学び・文化 131

環境・安全 128

都市基盤・産業 84

福祉・保健 122

行政経営・コミュニティ 107

その他 13

合　計 585

SDGsコラム
vol.6

寄りそう心を大切に
～立川市社会福祉協議会の取り組み

取り組みの概要を教えてください。
 社会福祉法に定められた地域福祉推進

団体として、さまざまな地域活動を進めて
います。現在は、皆さんが身近な場所でふ
らっと立ち寄って話し、時に悩みを相談で
きるような「地域福祉アンテナショップ」
の立ち上げと運営にも力を入れています。
SDGsに取り組む際に意識している点を

教えてください。
  「誰ひとり取り残さない」 という共通理念

に共感し、さまざまな分野・世代との協働
による取り組みの推進を大切にしています。 地域福祉アンテナショップ

「よりよい立川にしたい」という皆さんの思いが SDGs
につながっています。一緒に形にしていきましょう。

立川市社会福祉協議会会長　鈴木さん
問企画政策課政策推進係・内線2687

立川市立川市＆＆福 生 市福 生 市
シェアサイクルで

観光地「つなごう」キャンペーン
実施期間 ： 10月３日月正午～31日月

　立川市と福生市の観光地を「HELLO CYCLING」のシェアサイクルを使
って周遊すると、次回の利用が30分無料になるクーポンがもらえます。期
間中に「HELLO CYCLING」アプリのマップに表示される観光地ピンの
場所でチェックインしてください。この機会に、両市の観光地をお得に巡
りましょう▶運営事業者＝OpenStreet株式会社▶無料クーポン付与には
条件があります。くわしくは「HELLO CYCLING」のアプリ（下２次元コ
ードからダウンロード可）や市ホームページをご覧ください。
問▶ 「HELLO CYCLING」の利用方法等について＝お客様サ
ポート窓口☎050（3821）8282▶市のシェアサイクルについ
て＝交通対策課自転車対策係・内線2285
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　2012年10月に181作品の中から立川市キャラクターに選ばれた「くるりん」は、

おかげさまで今年で10周年。皆さんに愛されて、たくさんのイベントに出演した

り、かわいいグッズやスイーツができたり、大活躍の10年でした。

　これからも活躍を続ける「くるりん」の記念日を、さまざまなイベントで盛り上

げます。

問広報課観光振興係・内線2658

　10周年記念特別メニューが楽しめる「くるりんカフェ」を期間限定で開催します。

●日時　10月22日㈯～30日㈰、午前８時～午後10時（日曜日は午後８時まで）
●場所　コトリンク１階ジバーカフェ（柴崎町3-9-2）

　くるりんがデザインされた特別なお土産品「くるりんラベルシリーズ」に、新たに10周年を記念

した特別商品が登場します。10周年記念イラストをあしらったクッキーなどのスイーツをはじめ、魅

力的な商品が盛りだくさん。

おは 「たちかわおみやげ品発見スタンプラリー」 の、 くは 「くるりんスタンプラリー」 の対象店舗です。

　10周年記念商品の販売店舗は、各種スタンプラリーの対象店舗になっています。

くるりんグッズを探しながらスタンプも集めたら一石二鳥かも。

くるりんはこのほかにも市内外のイベントに多数出演しています！ おともだちからお祝いメッセージが届きました！
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く
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立川市公認なりそこね
キャラクター　ウドラ
©UDOLLAND

姉妹都市・大町市キャラクター
おおまぴょん

　くるりんが立川のいいところを

いっぱい教えてくれるから、立川

へお出かけするのがいつも楽しみ

だよ♪今度はぜひ、大

町にもあそびに来て

ね！まってるよ！

くるりん10周年、
おめでとう！

 「くるりんぬりえ」大募集！
　10月１日㈯から「のーかるバザール」と「ジバーカフェ」で10周年記念の「くるりんぬりえ」を配布

します。ぬりえを楽しんだあと、10月21日㈮までに「のーかるバザール」「ジバーカフェ」に持ってきて

いただくと、10月22日㈯から「くるりんカフェ」で展示します（「くるりんカフェ」期間中も随時受け付け）。

くるりんが「くるりんカフェ」に遊びに来ます！
●日時 ▷10月22日㈯午後２時から▷10月23日㈰・29日㈯・30日㈰、午前10時から

1
（ いずれも税別 ）
0周年記念特別メニュー

　立川観光コンベンション協会推奨認定品の販売店舗を回って、スマートフォンでスタンプをゲット。

集めた数に応じて抽選で豪華景品が当たります。

▶開催期間＝10月15日㈯～12月4日㈰▶対象店舗＝18店舗
問立川観光コンベンション協会☎（527）2700、市広報課観光振興係・内線2658

 たちかわおみやげ品発見スタンプラリー

　商店街の対象店舗で買い物や食事をしてスタンプをもらい、3つ集めたら景品に応

募できます。台紙となる冊子にはお得情報も満載。スマートフォンでも

参加できます。くわしくは「くるりんスタンプラリー」のホームページ

をご覧ください。

▶開催期間＝9月16日㈮～12月18日㈰▶対象店舗＝約160店舗
問立川市商店街振興組合連合会☎（527）2788、市産業振興課商工振興係・内線2644

 くるりんスタンプラリー

「くるりんラベルシリーズ」
10周年記念新商品が登場！

くるりん10周年記念
「くるりんカフェ」

るる んんんくるりんくるりん市市 クク立川市キャラクター立川市キャラクター

バアア ババ ササアニバーサリー！アニバーサリー！

このほかにも
さまざまなメニューに
特製の箸袋や旗を
添えてご提供します

ライブペイント・トークショー 
　くるりんの友達でアートディレクターの鳥澤安寿さんによる「10周年くるりんライブ

ペイント」と、くるりんにまつわる話が聞けるトークショーを開催します。

●日時　10月22日㈯午前10時～11時30分
●定員　15人（抽選）*　　●費用　ワンドリンク制（追加注文可）*
●申込方法　10月７日㈮までに、参加希望者全員の住所・氏名（ふりがな）・年齢・
電話番号を、ファクス、Ｅメールで広報課観光振興係Fax（521）2653 e kouhou@city.tachikawa.lg.jpへ。

当選者には10月14日㈮までに入場券を郵送します。
＊座席が必要ない子ども（保護者の膝上で鑑賞する場合など）は無料で、定員に含みません。

ルンルンJIBA野菜カレー
1,300円

（午前11時～午後2時のみ販売）

22日のみ
20食限定

▲和菓子３個入り
お く立川伊勢屋
（高松町3-17-1）

◀10thアニバーサリークッキー
お く cocokara
（曙町2-28-10）

▼アンブレラ
お く立川印刷所
（富士見町5-6-15）

◀たちか和fan
お東京西サトー製品販売㈱
（富士見町1-3-14ダイヤモ
ンドタワー）

▲Adam'sオリジナルアップルパイ
お くAdam's awesome PIE
（緑町4-5コトブキヤビル201）

10
月
16
日（
日
）・
23
日（
日
）は
、
国
営
昭
和
記
念
公
園
の
無
料
入
園
日
で
す（
駐
車
料
金
別
途
必
要
）問
国
営
昭
和
記
念
公
園
管
理
セ
ン
タ
ー
☎（
5
2
8
）1
7
5
1

•ドリンク１品ご注文につき１枚「くるりんカフェ限定コースター」

をプレゼントします。

•くるりんカフェ併設の「のーかるバザール」では、くるりんラベル

シリーズ・立川観光コンベンション協会推奨認定品をお買い上げの

方に「くるりんトートバッグ」（先着300枚限定）をプレゼントします。

うれしい特典付き！ （いずれもなくなり次第終了）

今年も開催！スタンプラリー

〔10周年記念商品は10月15日㈯から順次販売。くわしくは「立川観光コンベンション協会」のホームページでお知らせします〕

Tシャツ・マグ▲
お くのーかるバザール／
ジバーカフェ

凡例：対対象 時日時 場場所 師講師 費費用（記載がないものは無料）入入会金 年年会費 月月会費 定定員 保保育 持持ち物 申申し込み（記載がないものは午前8時30分から受け付け） 問問い合わせ Faxファクス e Eメール HPホームページ

7 令和4年（2022年）9月25日令和4年（2022年）9月25日 6

マスクの着用や検温など、 感染症の予防にご協力をお願いします。

立川市役所 （〒190-8666）立川市泉町1156-9  ☎042（523）2111〔代表〕  Fax042（521）2653



子どもインフルエンザ予防接種
～費用の一部を助成

▶対象＝市内在住の生後6か月～小
学6年生▶期間＝10月1日㈯～令和5
年1月31日㈫▶場所＝市内指定医療
機関▶助成額＝1回1,500円（1人に
つき期間中2回まで）▶申請方法＝申
請できるのは対象者（被接種者）の保
護者または親族。接種を受けるにあ
たって、市内指定医療機関にある助
成申込書（市ホームページからダウン
ロードも可）に必要事項を書いて、被
接種者の住所を含めた本人確認がで
きるもの（乳医療証、健康保険証等）
を提示の上、接種費用から助成額を
差し引いた額を医療機関に支払って
ください問健康推進課予防健診係☎
（527）3272　

休日・夜間診療

休日急患診療所（内科・小児科）
☎（526）2004

健康会館1階
▷日曜日・祝日=午前9時～午後8時45分（受付時間）

歯科休日応急診療所 ☎（527）1900
健康会館2階
▷日曜日・祝日=午前9時～午後4時45分（受付時間）

立川市・立川病院 こども救急室
☎（523）2677

立川病院内
▷月曜～金曜日（祝日を除く）
　=午後7時30分～10時（受付時間）

24時間電話案内
医療機関案内「ひまわり」 ☎03（5272）0303
救急相談センター ☎（521）2323
携帯電話・プッシュ回線からは
☎＃7119も利用できます。

●事前に連絡の上、保険証を持参してお越し
ください。
●新型コロナウイルス感染症に関する診療
や検査等は行いません。

を書いて健康推進課予防健診係〔〒
190-0011高松町3-22-9健康会館
内〕☎（527）3272へ。11月初旬ごろ
に返信します

骨密度測定

必要に応じて保健指導、栄養指導等
を行います。測定は年度に１回受け
られます対18歳以上の市民の方時
11月21日㈪・22日㈫、午前９時20分
～午後３時30分（返信はがきで指定
する日時）場高松学習館定各日100人
（申込順）申10月５日㈬〔必着〕まで
に、往復はがきに「骨密度測定希望」、
住所、氏名、生年月日、電話番号、測
定希望日、返信用宛先を書いて、健康
推進課予防健診係〔〒190-0011高
松町3-22-9健康会館内〕☎（527）
3272へ。10月下旬に返信します

高齢者インフルエンザ予防接種
～今シーズンは全額公費負担

公費での接種は1回限り
です▶対象＝市内在住の
①接種日当日に65歳以上
の方②接種日当日に60歳以上65歳
未満で、心臓や腎臓、呼吸器等の内臓
疾患により身体障害者手帳1級程度
の障害がある方（①の方へは予診票
を9月下旬に発送します。①で予診票
が届かない方や②で接種を希望する
方は健康推進課へご連絡ください）
▶期間＝10月1日㈯～令和5年1月31
日㈫▶場所＝指定医療機関▶注意事
項＝生活保護受給者等の方は受給証
明書が必要です。鶏卵・鶏肉にアレル
ギーのある方は必ずかかりつけ医に
相談してください。なお、入院や施設
入所等のやむを得ない事情により、指
定医療機関以外で接種を受ける場合
には、事前手続きが必要です問健康
推進課予防健診係☎（527）3272

健康

やさしいヨガ

企画・運営は健康ささえ隊。たちかわ
健康ポイント対象事業時10月31日・
11月7日の月曜日、午前10時～正午
（全2回）場健康会館師ヨガインスト
ラクター・内田真珠さん定10人（抽
選。初めての方を優先）持運動しやす
い服装、スリッパ、飲み物、タオル申10
月11日㈫〔必着〕までに、はがきに「や
さしいヨガ希望」、住所、氏名、生年月
日、電話番号を書いて、健康推進課地
域支援係〔〒190-0011高松町3-22-
9健康会館内〕☎（527）3632へ

体組成測定会

改善のための体操も実施。企画・運営
は健康ささえ隊。たちかわ健康ポイン
ト対象事業時10月24日、11月28日
の月曜日、午前10時～11時30分（全
2回）場健康会館師介護予防運動指
導員・金子幸人さん、西村武士さん定
10人（抽選）持運動しやすい服装、飲
み物、タオル申10月7日㈮〔必着〕まで
に、はがきに「体組成測定会希望」、住
所、氏名、生年月日、電話番号を書い
て、健康推進課地域支援係〔〒190-
0011高松町3-22-9健康会館内〕☎
（527）3632へ

歯と口の健康週間～口腔がん
個別相談会

多摩総合医療センター口腔外科部長
の重松司朗さんが視診や触診を行い
ます時11月13日㈰正午～午後３時
50分（返信はがきで指定する時間）場
女性総合センター定25人（抽選）申
10月14日㈮〔必着〕までに、往復はが
きに「口腔がん個別相談会希望」、①
住所②氏名③生年月日④電話番号

キラキラ☆歯育て～1歳から
はじめる親子歯みがき教室

幼児期に大切な栄養と虫歯予防につい
て学び、歯磨きの実習をします対１歳～
１歳２か月の子ども（第１子に限る）と保
護者時▷令和３年８月～10月生まれ＝
10月18日㈫▷令和３年９月～11月生ま
れ＝11月15日㈫、いずれも午前10時
～11時30分場健康会館費100円（歯
ブラシ代）定各15組（申込順）申９月
26日㈪から電話か電子申請で健康推
進課母子保健係☎（527）3234へ

スポーツ

フィジカルトレーニング講演
「10年後、後悔しない体のつ
くり方」

運動嫌いな人でも前向きになれるト
レーニング方法や食事のとり方を専
門家から学びます対中学生以上の方
時10月22日㈯午後１時30分から場
泉市民体育館師フィジカルトレーナ
ー・中野ジェームズ修一さん申「立川
市体育協会」のホームページから申し
込んでください問立川市体育協会☎
(534)1483

市民体育大会

参加資格、申込方法、費用等は｢立川
市体育協会｣のホームページをご覧く
ださい。
●弓道 時10月８日㈯場小金井公園
弓道場問立川市弓道会･岡嵜さん☎
（524）2886

○10月10日はイベントのため、体育室の個人利用はできません。
●第１体育室（バドミントン・ミニテニス）●第２体育室（卓球）＝いずれも7日・
８日・14日・16日・21日・22日・28日
●第１体育室・第２体育室（バスケットボール）＝24日（夜間は午後9時30分まで）

 柴崎市民体育館 ☎（523）5770

▶午前＝午前9時～午後0時30分▶午後Ⅰ＝午後
0時30分～４時▶午後Ⅱ＝午後４時～７時30分
▶夜間（泉市民体育館）＝午後７時30分～11時▶
夜間（柴崎市民体育館）＝午後７時30分～10時10月の個人利用日

市民体育館

 泉市民体育館 ☎（536）6711

○10月10日はイベントのため、15日は大会のため、体育室の個人利用はできません。
●第１体育室（卓球・バドミントン・ミニテニス）＝１日・５日・６日・９日・12日・
19日・26日
●第２体育室▶卓球・バドミントン＝３日・17日・23日・24日・31日（23日は
午後Ⅱ・夜間のみ、23日以外は午前・午後Ⅰのみ）▶バスケットボール＝３日・
17日・24日・31日（いずれも午後Ⅱ・夜間のみ）

健康日程表

●運動・栄養相談　運動指導者・管理栄養士が相談に応じます
▶受付日時＝10月４日㈫午前９時20分～10時50分
●保健・栄養相談　保健師・管理栄養士が相談に応じます
▶受付日時＝10月20日㈭午後１時20分～２時50分

①健康相談　個別予約制（１人30分）。電話で健康推進課へ。会場は健康会館

●西砂学習館＝10月５日㈬ ●健康会館＝10月26日㈬
●砂川学習館＝11月２日㈬ ●健康会館＝11月30日㈬
▶受付時間＝午前９時30分～10時45分
保健師・助産師・心理相談員・栄養士・歯科衛生士が相談に応じます
10月26日、11月30日の午前10時～10時30分は、８～10か月児を対象とした離
乳食後期教室を開催定各12組（申込順）

②親と子の健康相談　個別予約制。電話で健康推進課へ

健康診査は、該当月齢の翌月です。対象者には個別に通知します。通知の届い
ていない方は、お問い合わせください。集団健診のため、発熱や体調不良、感
染症にかかっている場合はご遠慮ください。

③乳児（３～４か月児）・１歳６か月児・２歳児歯科・３歳児健康診査

各相談・健康診査の会場の駐車場は台数に限りがありますので、できるだけ公共
交通機関をご利用ください問健康推進課①☎（527）3272、②③☎（527）3234

市内で開催される公式戦日程をお知らせします。開催形式が変更になる
場合があります。くわしくは、｢立川アスレティックFC｣のホームページを
ご覧ください。

●立川アスレティックFC　ペスカドーラ町田戦
＝10月22日㈯午後４時試合開始場アリーナ立
川立飛

ホームゲームを応援しよう!!

立川ダイスをを応援しよう！！応援しよう！！
３人制のバスケットボールチームとし

て活躍していた立川ダイスが10月から
５人制のB３リーグへ参戦します。立川
ダイスへのご声援をお願いします。

●観戦チケットプレゼント　立川ダイス vs 岩手ビッグブルズのペアチ
ケット（２階自由席）を抽選で各日50組100名様にプレゼントします対
市民の方時▷10月15日㈯午後５時試合開始▷10月
16日㈰午後２時試合開始場アリーナ立川立飛申10月
５日㈬午後9時までに右2次元コードから申し込んで
ください問スポーツ振興課・内線4412

立川ダイ立川ダイ
 開幕特別企画！！ 開幕特別企画！！
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受け付け） 問問い合わせ Faxファクス e Eメール HPホームページ マスクの着用や検温など、 感染症の予防にご協力をお願いします。



講座

マークはたちかわ☆きらきらカー
ド対象の「市民企画講座」です。
マークは郷土の理解を深める講

座などを行う「立川市民科」です。

本を持たない二宮金次郎像 

砂川国民学校爆
撃について話を
聞き、修復された
二宮金次郎像、
砂川国民学校跡、
日立航空機立
川工場変電所跡
（東大和南公園）
等を見学します時10月28日㈮午後０
時45分～４時30分場幸学習館ほか
師立川民俗の会会長・豊泉喜一さん、
多摩地域の戦時下資料研究会・楢崎
茂彌さん、編集デザイナー・豊田秀真
さん定20人（申込順）申９月27日㈫か
ら幸学習館☎（534）3076へ

西洋美術史～近代美術　第1
シリーズ 

ダヴィッドとアングル、ドラクロワ、
ターナー、コンスタブル、ロセッティを
鑑賞しながらお話を聞きます時11月
８日・15日、12月６日・13日の火曜日、
12月19日㈪、午後２時～４時（全５
回）場高松学習館師美術ジャーナリス
ト・斎藤陽一さん費2,500円（受講料）
定30人（申込順）申９月27日㈫から高
松学習館☎（527）0014へ

パソコン講座「Word入門」 

文章の編集、表や各種の線の作成、
ページ設定、イラストの挿入などを学
びます対文字入力ができる方時10月
25日㈫・26日㈬・27日㈭、午前10時
～正午（全３回）場柴崎学習館師生涯
学習市民リーダーの皆さん費2,000
円（受講料、資料代）定10人（申込順）
保若干名（１歳～学齢前）持パソコン

（Word2010以降）申９月27日㈫か
ら柴崎学習館☎（524）2773へ

暮らしを彩る　男の手料理・
おしゃれヘア 

おいしい料理とすてきなヘアスタイル
を学びます対男性。家族の同伴可時
10月24日㈪午前10時～正午場女性
総合センター師美容師・山上佳汰さ
ん費1,000円（材料代ほか）定6人（申
込順）保若干名（1歳～学齢前）持エプ
ロン申9月26日㈪から生涯学習推進
センター☎（528）6872へ

働き方と社会の現
い ま

在～自分ら
しく生きる為に 

「雇用（働き方と人生）」について学
びます時11月５日・26日、12月17日
の土曜日、午後２時30分～４時30分
（全３回）場高松学習館師都留文科
大学名誉教授・後藤道夫さん定17人
（申込順）申９月27日㈫から高松学
習館☎（527）0014へ

根川と多摩川の自然観察 

秋の心地よい風を感じながら、根川緑
道と、自然の残る多摩川の河原を散策
します対小学生以上の市民の方（小
学生は保護者同伴）時10月21日㈮午
前９時30分～正午ごろ（小雨実施）場
柴崎市民体育館正面入り口集合、た
まがわ・みらいパーク解散（約５km）
師緑花文化士・池村国弘さん定15人

（申込順）持歩きやすい服装、雨具、
帽子、飲み物、カメラ申９月30日㈮か
ら歴史民俗資料館☎（525）0860へ

DV根絶のための啓発講座「ス
ウェーデンから見えた日本の
女性たち」

男女平等参画社会を目指す第一歩と
して、暴力の被害を受けている人が
身近にいることを知り、できることを
考えます。企画・運営はウィメンズ・ラ
イツ・センター対女性時10月30日㈰
午後２時～４時30分場女性総合セ
ンター師東京大学非常勤講師・福田
和子さん定20人（申込順）保５人程度
（１歳～学齢前）申９月26日㈪から
男女平等参画課☎（528）6801へ

就活メイクアップ＆ビジネス
マナーセミナー

メイクセラピストから学
びます。マザーズハロー
ワーク立川と共催対マ
ザーズハローワーク立
川で就職活動中の方時10月21日㈮
午後１時30分～４時場女性総合セン
ター定10人（申込順）保５人（１歳～
学齢前）申９月27日㈫からマザーズ
ハローワーク立川☎（529）7465へ問
市男女平等参画課☎（528）6801

休日医学講座「これが正解！名
医が教える身体メンテナンス」

生活習慣病の予防について学びます
対30歳以上の市民の方時10月15日
㈯午前10時～11時30分場女性総合
センター師医師・宮崎滋さん定30人
（申込順）申９月26日㈪から電話か
電子申請で健康推進課保健事業係☎
（527）3272へ

虹の会2周年記念講演会「心に
寄りそう」

大切な方を亡くした家族が集う会で
す。僧侶であり看護師の玉置妙憂さ
んが心のケアについてお話しします
時10月22日㈯午後1時30分～3時
場立川ホール4階（錦町2-1-33立川
南口HMビル）定40人（申込順）申10
月3日㈪から立川市社会福祉協議会
第1地区地域福祉コーディネーター☎
（540）0205へ

みんなの介護教室

DVDを鑑賞し、在宅看取りについて
考えます時10月12日㈬午後１時30
分～３時場西砂学習館定20人（申込
順）申北部西かみすな地域包括支援
センター☎（536）9910へ

たちかわCM制作プロジェク
ト2022～立川の新たな魅力
みつけませんか 

スマホさえあれば動画がすぐにでき
ます。立川市の魅力を動画にします
時10月28日、11月４日、12月９日・16
日の金曜日、午後２時～４時（全４回）場
女性総合センター師動画作成アドバ
イザー・小山ゆうさん費50円（保険
料）定15人（申込順）持スマートフォン
（iPhone、Android）申９月26日㈪
から生涯学習推進センター☎（528）
6872へ

子どもを守る「アクティブ防災」

災害時に家族を守るために、どのよ
うな備えをしておけばよいのかを学
びます。協力はNPO法人立川災害ボ
ランティアネット時11月２日㈬午前
10時～正午場女性総合センター師
NPO法人ママプラグ理事・小暮裕美
子さん定30人（申込順）保５人（１歳
～学齢前）申９月26日㈪から男女平
等参画課☎（528）6801へ

講座情報誌「きらり・たちか
わ」秋号を発行しました

たちかわ市民交
流大学は、「き
らり・たちかわ」
秋号を発行しま
した（３月、６月、
９月、12月に発
行）。特集は「立
川にも空襲があ
ったことを知っていますか?」。各地域
学習館、市役所、図書館などで配布し
ています。目が不自由でご希望の市民
の方には録音したＣＤを無料でお送
りします問生涯学習推進センター市
民交流大学係☎（528）6872

次の一歩を踏み出したいママ
のための講座

夢マップ作りや絵画鑑賞を通じて自分
と向き合います。企画・運営はママサプ
リ対子育て中の女性（０歳児同席可）
時10月25日、11月８日・22日の火曜日、
午前10時～正午（全３回）場女性総合
センター師夢マップファシリテーター・
川和さと美さん、アートライフクリエイ
ター・篠﨑優美さん定15人（申込順）保
６人（１歳～学齢前）持好きな写真やイ
ラストの切り抜き、はさ
み、のり申９月26日㈪
から電子申請で男女
平等参画課☎（528）
6801へ

東京女子体育大学公開講座

●幼児講座「楽しく体を動かそう」
対２歳～６歳の幼児と保護者時11月
５日㈯午前10時～11時30分場東京
女子体育大学（国立市）師同大学講
師・堀内亮輔さん費200円（傷害保険
料）定20組※申講座名、住所、氏名（ふ
りがな）、年齢、学年、性別、電話番号
を、はがき、ファクス、Eメールで同大
学地域交流センター〔〒186-8668住
所記入不要〕☎（572）4324Fax（572）
4317 e chiiki@twcpe.ac.jpへ※開
催１か月前に定員を超えた場合は抽
選、超えない場合は１週間前まで申
込順問市生涯学習推進センター☎
（528）6872

学習会「最期まで目一杯生きる」

「生きる」ことを最期まで支えてきた
萬田医師のドキュメンタリー時10月
15日㈯午後２時～３時30分場幸学
習館師医師・萬田緑平さん定65人（申
込順）申北部東わかば地域包括支援
センター☎（538）1221へ

電話での申し込みはできません。直接、各児童館へ

　すべて各児童館で直接申し込んで
ください（申込順）。未就学児は保護
者同伴。このほかの催しは、市ホーム
ページまたは児童館のおたよりをご
覧ください。

富士見児童館☎（525）9020
対乳幼児～高校生世代時10月29日
㈯午前10時30分～午後5時定75人
申10月14日㈮～28日㈮に

錦児童館☎（525）6684
対小学生時10月29日㈯午後1時～4
時定60人申10月15日㈯～28日㈮に

羽衣児童館☎（526）2336
時10月31日㈪午後3時～4時定30人
申10月1日㈯～24日㈪に

高松児童館☎（528）2925
時10月22日㈯①乳幼児の部：午前10
時30分～正午②小学生の部：午後1
時～2時30分、午後3時～4時30分定
①15組②各20人申10月1日㈯～20
日㈭に

幸児童館☎（537）0358
対乳幼児～高校生世代時10月29日
㈯▷午前10時～11時30分▷午後1
時～2時30分▷午後3時～4時30分
定各40人申10月15日㈯～29日㈯に

若葉児童館☎（536）1400
時10月29日㈯①乳幼児の部：午前11
時30分～正午②小学生の部：午後3
時30分～4時30分定①10組②20人
費50円（参加費）申10月8日㈯～22
日㈯に

上砂児童館☎（535）1557
対小学生時10月31日㈪午後3時30
分～4時25分定20人申10月17日㈪
～26日㈬に

西砂児童館☎（531）0433
対乳幼児～高校生世代時10月30日
㈰▷午後1時～2時▷午後2時30分～
3時30分▷午後4時～5時費50円（参
加費）定各30人申10月15日㈯～28
日㈮に

遊びにおいでよ 児 童 館
ハロウィン行事特集
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凡例：対対象 時日時 場場所 師講師 費費用（記載がないものは無料） 入入会金 年年会費 月月会費 定定員 保保育 持持ち物 申申し込み（記載がないものは午前8時30分から

立川市役所 （〒190-8666）立川市泉町1156-9  ☎042（523）2111〔代表〕  Fax042（521）2653



ふたごちゃんを迎えるための
ファミリー講座

オンライン会議ツール｢Zoom｣を使用
します。S

ス イ リ ン

wingRing～ふたご応援プロ
ジェクトと共催対多胎児を妊娠中の
方、家族時10月29日㈯午前９時30分
～正午師多摩多胎ネット代表･太田ひ
ろみさん費市民の方は無料（市外の方
は１家族800円）定15人（申込順）申同
プロジェクトのFacebookから申し込
んでください（右２次元
コードからアクセス可）
問子ども家庭支援セン
ター☎（528）6871

おもちゃの病院

壊れたおもちゃを修理します。１世帯
２点までで先着35点です。壊れた部
品などもお持ちください。部品代がか
かる場合は実費負担です。直せない
ものもあります。直接会場へ対市内在
住の方時10月８日㈯午後１時～３時
場女性総合センター問生活安全課消
費生活センター係☎（528）6801

催し

環境フェア～こどもの未来へ
エコライフ

楽しみながら環境のことを学べるプ
ログラムが盛りだくさん。直接会場へ
時10月2日㈰午前9時～午後2時30
分（雨天中止）場子ども未来センター
問環境フェア実行委員会事務局（市
環境対策課内）内線2244

若者と企業の交流会

さまざまな業界4社のブースを回り、
気軽に質問できます対おおむね29歳
以下の求職中の方時10月21日㈮正
午～午後4時10分場ホテルエミシア
東京立川（曙町2-14-16）定30人（申
込順）申東京しごとセンター多摩☎
042（329）4510へ問市産業観光課
商工振興係・内線2645

ピンクリボン展示会

10月は「ピンクリボン月間」です。乳が
んに関する展示や関連図書の紹介を
行います時10月4日㈫～10日（月・祝）、
場中央図書館問健康推進課保健事業
係☎（527）3272

子ども・子育て

０・１・２歳のための「はじめて
のおしばい」

NPO法人立川子ども劇場が市と協働
で実施する、令和４年度協働のまちづ
くり推進事業の補助対象事業です。
人形劇団「ひぽぽたあむ」代表の永野
むつみさんの子育て講演会（１時間）
と人形劇「かえるくんかえるくん」（45
分）対市内在住の乳幼児と保護者時・
場①10月９日㈰＝西砂学習館②11月
６日㈰＝女性総合センター、いずれも
午後１時15分～３時15分定①25組
②30組（申込順）保①25人②30人（０
歳～５歳）申９月26日㈪から申込フォ
ームで申し込んでください（下２次元
コードからアクセス
可）問立川子ども劇場
☎（526）0731、市地
域文化課・内線4501

ママ＆ベビーヨガ

対市内在住の生後３か月～８か月の
乳児と母親時10月26日㈬午後１時
30分～２時15分場子ども未来セン
ター師ヨガインストラクター・愛さん
定８組（申込順）申９月29日㈭午前
10時から子育て支援事務室☎（529）
8664へ

産後の骨盤ケア

対市内在住の生後３か月～５か月の
乳児と母親時10月26日㈬午後２時
30分～３時15分場子ども未来セン
ター師ヨガインストラクター・愛さん
定８組（申込順）申９月29日㈭午前
10時から子育て支援事務室☎（529）
8664へ

子ども未来センターのコミュ
ニティプログラム

申込方法等、くわしくは「立川子ども
未来センター」のホームページをご覧
ください。
●おみせやさんごっこ はたらくって
なーに? 対おおむね４歳～10歳の子
どもと保護者時10月９日㈰午前９時
30分～11時40分場子ども未来センタ
ー問キッズマネースクールひまわり校
☎070（4250）9717 e k20070802@
yahoo.co.jp

第16回たちかわ市民講師フェア

市民講師と
して市に登
録している、
専門的な知
識や技能を
持った市民
リーダーによる作品展と音楽・パフォ
ーマンスです。ワークショップは申し
込みが必要です。そのほかは直接会
場へ。くわしくは市ホームページをご
覧ください。企画・運営は生涯学習市
民リーダーの会場女性総合センター
問市生涯学習推進センター☎（528）
6872
●作品展示　絵画、藍染め、書道、ト
ールペイント、フラワーアレンジなど
時10月17日㈪～23日㈰、午前10時
～午後5時〔初日は午後1時から、最終
日は午後3時まで。20日㈭を除く〕
●音楽&パフォーマンス　コーラス、
気功、脳トレ、朗読時10月22日㈯午
前11時～午後3時
●ワークショップ　花のアレンジ、は
じめての書道（子ども向け）、大人の書
き方教室時10月22日㈯午前10時30
分～午後3時費▷花のアレンジ＝500
円▷書道と書き方教室＝各100円（材
料代）申9月26日㈪から市生涯学習
推進センター☎（528）6872へ

ドキュメンタリー映画「私は
チョソンサラムです」

在日朝鮮人と朝鮮半島、日本との関
係性をリアルに感じて、在日コリアン
への理解を深めます。企画・運営は女
性同盟（ニョメン）時10月28日㈮▷
午後2時～4時▷ 午後7時～9時場女
性総合センター費1,000円（チケット
代。小学生～高校生は500円）定各
90人（申込順）保5人（1歳～学齢前）
申9月26日㈪から男女平等参画課☎

（528）6801へ

「健康」は「健口」から～大空カ
フェ

歯科衛生士による口腔チェックと正
しいブラッシング方法を学びます対
市内在住の方時10月15日㈯午前10
時～11時場かみすな福祉相談センタ
ー定20人（申込順）申かみすな福祉
相談センター☎（537）7799へ

映画「老いを生きる」上映会

認知症と高齢
者虐待につい
ての映画です
時10月24日
㈪午前10時
～11時30分
場上砂会館定
30人（申込順）
申北部西かみ
すな地域包括支援センター☎（536）
9910へ 

就職１dayトライ

「しごとの相談」「就職支援セミナー」の
ほか、15社程度が参加する合同就職
面接会を行います対求職中の方時10
月14日㈮▷第１部＝午前10時30分～
午後１時15分▷第２部＝午後１時30
分～４時15分場東京しごとセンター
多摩（柴崎町3-9-2）定40人程度（申
込順）申就職１dayトライ事務局☎ 03

（6838）9148へ問市産業振興課商工
振興係・内線2645

ボランティアスタート説明会
（ボラスタ）

時10月12日㈬・ 27日㈭、午後2時～3時
30分場総合福祉センター定各5人（申
込順）申ボランティア・
市民活動センターたち
かわ☎（529）8323へ

〔右2次元コードからも
申込可〕

たまがわ・みらいパークの催し

10月25日㈫は休館日です。
●たまみら朝市とフリーマーケット
時10月16日㈰午前10時～11時（売り
切れ次第終了）
たまみら子どもまつり ハンコづく

り、紙染め体験、プラ板づくり、防災体
験コーナーなど時10月23日㈰午前９
時30分～午後０時30分申９月26日
㈪～10月16日㈰に
学び舎～日本語の読解力を伸ばそ

う 対小・中学生時▷10月６日・13
日・20日・27日の木曜日、午後4時～
7時▷10月１日・８日・15日・29日の
土曜日、午前９時30分～正午費各月
2,000円（参加費）定▷木曜コース＝
小学生２人、中学生２人▷土曜コース
＝小学生２人持筆記用具申９月30日
㈮までに
のびのび健康体操 対60歳以上の

女性時10月７日・14日・21日の金曜
日、午前10時～11時費月1,000円（参
加費）定５人持動きやすい服装、飲み
物、タオル申10月５日㈬までに
みんなのサロン 高齢者向けの健

康体操時10月15日㈯午前10時～11
時定５人持動きやすい服装、飲み物申
10月12日㈬までに
●ミエ子さんと歌おう！ 時10月24
日㈪午前10時～11時15分費300円
（参加費）定15人

楽しく食べようサポショク 時①
10月29日㈯▷午前11時30分～午後
０時15分▷午後０時15分～１時②11
月11日㈮午後５時30分～７時費300
円（小・中学生100円、未就学児無料）
定各15人申①９月29日㈭から②10
月28日㈮から
プラモデルづくり教室＆ミニ四駆

サーキット 対小学生以上の方時
10月30日㈰午前10時～午後３時費
1,000円程度（プラモデル持参の場合
は無料）定プラモデル10人、ミニ四駆
10人持ミニ四駆は単三電池２本申９
月25日㈰～27日㈫に

場たまがわ・みらいパーク マーク
の催しは、参加者名、電話番号を、
電話､ファクスで☎･Fax（848）4657
へ（申込順）｡そのほかの催しは直
接会場へ

運動の重点
▷子どもと高齢者をはじめとする歩行者の安全の確保
▷夕暮れ時と夜間の歩行者事故等の防止および飲酒
運転の根絶

▷自転車の交通ルール遵守の徹底
▷二輪車の交通事故防止
▷電動キックボード等の交通ルール遵守の徹底
問交通対策課交通企画係・内線2280

悲惨な交通事故を防ぐための行動を実践しましょう

秋の全国交通安全運動
９月30日金まで
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受け付け） 問問い合わせ Faxファクス e Eメール HPホームページ マスクの着用や検温など、 感染症の予防にご協力をお願いします。



にしすなカフェ（介護サロン）

パラリンピックの正式種目のボッチャ
を楽しみます対65歳以上の市民の方
と家族時10月８日㈯午前10時30分
～正午場西砂第三学童保育所定20
人（申込順）持飲み物申にしすな福祉
相談センター☎（531）5550へ

懐かしい歌をご一緒に

対70歳以上の
方時10月28日
㈮午後1時30
分～3時場西砂
学習館師音楽
講師・山田香代さん、岡田文子さん定
40人（申込順）申9月27日㈫から西砂
学習館☎（531）0431へ

お知らせ

「たちかわフリーマーケット村」
出店者募集

リサイクル品が中心です。営利を目的
とする出店や、食料品、動植物、電気
製品などは出品できません。立川市
消費者団体連絡会と共催対市内在
住・在勤・在学の方時11月5日㈯午前
10時～午後2時場サンサンロード（曙
町）費1,500円（出店料ほか）定30店
舗（抽選。応募が20店舗未満の場合
は中止）申10月5日㈬〔必着〕までに
往復はがきに「フリーマーケット出店
申込」、代表者の住所・氏名・電話番
号、返信用宛先を書いて、生活安全課
消費生活センター係〔〒190-0012
曙町2-36-2女性総合センター5階〕☎
（528）6801へ。申し込みは1グルー
プ1枚。なお、申込者は10月22日㈯午
前10時～正午に女性総合センターで
行う抽選会に参加してください

違反建築防止週間

10月15日㈯～21日㈮は「違反建築防
止週間」です。建築物の新築・増築時
には着手前に確認済証、完了時に検
査済証の交付を受けてください。市は、
都建築指導事務所、都内の自治体な
どと合同で、10月20日㈭に一斉公開
建築パトロールを実施するほか、市内
の建築パトロールを随時行っていま
す問建築指導課監察係・内線2337

シニア

足と靴のプロに聞く！正しい靴
の選び方

対65歳以上の市民の方時10月21日
㈮午後2時～3時30分場子ども未来
センター師シューカウンセラー・川﨑
歩実さん定15人（申込順）申9月27日
㈫午前9時から南部東はごろも地域
包括支援センター☎（523）5612へ

地域体操クラブ参加者募集

口や全身をゆっくり動かす「たちかわ
健康体操」とラジオ体操を3か月間行
い、自主グループ化を目指します対
65歳以上で自力で会場まで通える市
民の方（初参加の方に限ります）時・
場・定下表のとおり申10月14日㈮〔必
着〕までに、「地域体操クラブ希望」、住
所、氏名、生年月日、電話番号、希望の
クラス番号（第3希望まで）を、電話、ま
たははがきで高齢福祉課介護予防推
進係・内線1471へ

シルバー人材センター入会説
明会

会員登録の申し込みも受け付けます
対市内在住の原則60歳以上の方時・
場▷10月4日㈫・21日㈮＝女性総合
センター▷10月6日㈭・18日㈫＝砂川
学習館▷10月12日㈬＝シルバー人材
センター柴崎本部（柴崎町1-17-7）、
いずれも午後1時30分から申前日ま
でにシルバー人材センター柴崎本部
☎（527）2204へ

日程、会場、定員（抽選）

１
時11月10日～令和5年2月9日の木曜
日（12月29日、1月5日を除く）、午後1
時30分～3時場滝ノ上会館定 10人

２
時11月7日～令和5年2月6日の月曜
日（1月2日・9日を除く）、午前10時～
11時30分場羽衣中央会館定8人

３

時11月2日～令和5年2月15日の水曜
日（11月23日、12月28日、1月4日、2月
1日を除く）、午前10時～11時30分場
高松会館定15人

４

時11月1日～令和5年1月31日の火曜
日（12月27日、1月3日を除く）、午前
10時～11時30分場江の島道東住宅
集会所（栄町5-21-1）定8人

５
時11月1日～令和5年1月31日の火曜
日（12月27日、1月3日を除く）、午後1
時30分～3時場こぶし会館定 12人

６

時11月2日～令和5年2月8日の水曜
日（11月23日、12月28日、1月4日を除
く）、午後1時30分～3時場西砂第三
学童保育所定12人

官公署・その他

全国地域安全運動を実施

10月11日㈫～20日㈭に全国地域安
全運動を実施し、防犯ボランティア団
体等と連携して、さまざまな防犯キャ
ンペーンを展開します。痴漢撃退や防
犯ブザー、居場所通知等の役立つ機
能を搭載した防犯アプリ「D

デ ジ ポ リ ス

igiPolice」
（下2次元コードからアクセス可）を
インストールして、身近な犯罪から身
を守りましょう問立川警察署生活安
全課防犯係☎（527）0110

Android iOS

　山梨県清里にある市の林間施設
「八ヶ岳山荘」は、年末年始〔宿泊
初日が12月27日㈫～令和５年１月
５日㈭〕の利用を、往復はがきの申
し込みによる抽選で決定します。
●申し込みできる方 ▶市内在住・
在勤・在学の方とその同居の家族▶
市内で活動している社会教育関係
団体など教育委員会が認めた団体
●申込方法　10月15日㈯〔消印有
効〕までに、往復はがき（１グループ１
通、複数の申し込みは無効）に①代
表者の住所、氏名、電話番号（在勤・
在学の方は勤務先名か学校名、所
在地、電話番号も）②利用日と宿泊
数（２泊まで。第３希望まで記入可）
③人数（大人と子どもの内訳）④希
望部屋数（１グループ３部屋まで。１

部屋の定員は６人）、返信用宛先を
書いて、立川市八ヶ岳山荘（〒407-
0301山梨県北杜市高根町清里
3545-１）へ▶記入例＝１月１日と２
日に宿泊する場合「利用日は１月１日
～３日、宿泊数２泊３日」と書きます。
●抽選結果　10月28日㈮までに
お知らせします。利用が決定した方
は、10月28日㈮～11月15日㈫に八
ヶ岳山荘へ電話で正式に予約をし
てください。なお、この抽選で満室
にならなかった日の申し込みは、市
外の方を含めて10月29日㈯から八
ヶ岳山荘で電話受け付けをします
（午前９時～午後９時）
　料金等くわしくは「立川市八ヶ岳
山荘」のホームページをご覧ください。
問八ヶ岳山荘☎0551（48）2309

年末年始（12月27日～1月5日）のご利用は
10月15日㈯までに往復はがきで申し込みを

八ヶ岳山荘

問立川競輪場☎（524）1121

　日本自転車競技連盟の「HPCJC（High Performance Center of 
Japan Cycling）」を応援するイベントなどを開催。くわしくは「たちかわ
競輪」のホームページをご覧ください。

●イベント

●来場者プレゼント

地元選手トークショー、ガラポン抽選会、
HPCJCグッズ・パネル展示

過去の展示の様子
金メダル型チョコレート
ウェットティッシュ　　  各日先着200名様

関東カップ・HPCJC杯・
スポーツニッポン杯（FⅠ）
９月28日水～30日金

●立川ＦⅠ＝９月28日～30日●熊本記念*＝10月１日～４日●弥彦ＦⅡ・Ｇ*＝
10月１日～３日●立川ＦⅡ(モーニング7)＝10月４日～６日（午前10時開場）
●防府ＦⅠ*＝10月４日●和歌山ＦⅠ*＝10月５日～６日　＊は場外発売

0180（994）223～5開催案内・レース結果

11 令和4年（2022年）9月25日

凡例：対対象 時日時 場場所 師講師 費費用（記載がないものは無料）入入会金 年年会費 月月会費 定定員 保保育 持持ち物 申申し込み（記載がないものは午前8時30分から

立川市役所 （〒190-8666）立川市泉町1156-9  ☎042（523）2111〔代表〕  Fax042（521）2653

正午場子ども未来センター師早稲田大
学名誉教授・喜多明人さん費500円（受
講料）定30人（申込順）申坂下さん e

cl.tachikawa@gmail.comへ
●富士見太極拳研究会第2回演武会　会
員と指導員がさまざまな太極拳を披露
します。種目は24式、48式、陳式、楊式、
剣、推手など。元全日本優勝者の演武も
予定時10月18日㈫午後2時～4時場柴
崎市民体育館定50人（申込順）持上履
き申鈴木さん☎（519）8065へ
●3B体操体験会ほか　公益社団法人
日本3B体操協会東京都支部が主催。用
具を使って楽しく効果的に運動します
①3B体操無料体験会②3B体操のつどい
（体験プログラム、会員発表あり）対①
は40歳以上の方時①10月3日㈪午後2
時～3時30分②10月15日㈯午後1時30
分～3時場①幸学習館②泉市民体育館
申濱仲さん☎（521）1298へ
●介護職員初任者研修（通学形式）
NPO法人ケア・センターやわらぎが主
催対立川市近隣に在住・在勤で、通学可
能な方時①11月2日～12月26日（月曜・
水曜・金曜日コース）②令和5年1月6日
～2月28日（月曜・水曜・金曜日コース）
③3月6日～4月20日（月曜・水曜・木曜・
土曜日コース）場▷講義=同法人研修セ
ンター（錦町2-6-23）▷実習=同法人事
業所費10,000円（受講料、テキスト代）
定各18人（選考）申申込用紙に身分証等
のコピーを添えて最寄りの事業所に提
出してください（就労支援・お祝い金制
度あり）問同法人☎（523）3552

　この欄の情報の連絡・交渉は当事者
間で。市は関与しません。

まちのお知らせ
●備えて安心!防災料理のススメ 立
川災害ボランティアネットが主催。日本
災害食学会災害食専門員の飯田和子さ
んから、もしものときもしっかり食べられ
るフェーズフリーな食について学びます
対市民の方時10月11日㈫午前10時～
11時30分場子ども未来センター定20人
（申込順）申高田さん☎（848）1395へ
●シニア硬式テニス教室　立川市体育
協会ほかが主催対市内在住、または立
川市テニス連盟登録者で、いずれも55
歳以上の方時10月15日㈯午前9時～
正午〔予備日は10月30日㈰〕場泉町庭
球場（予備日は明治安田TACHIKAWA
フィールド錦町庭球場）費500円（参加
費）定40人（申込順）申10月5日㈬〔消
印有効〕までに、往復はがきに住所、氏
名、年齢、電話番号、テニス歴、返信用
宛先を書いて、立川市テニス連盟事務
局・山崎さん〔〒190-0002幸町5-57-5
立川グリーンテニスクラブ内〕☎ （536）
6798へ
●市民公開講座「立川の地で子どもに
やさしいまちを創る」　チャイルドライ
ンたちかわが主催。こども基本法と東京
都子ども基本条例を踏まえ、地域につい
て考えます時10月16日㈰午前10時～



感性を磨く、
実り豊かな秋の
イベントが
そろいました。

　出演は立川落語会の皆さん。図書館

で所蔵する落語の本やCDも紹介しま

す時10月２日㈰午後２時30分～４時

30分場さかえ会館定50人（申込順）申

９月25日㈰午前10時から高松図書館☎
（527）0015へ

　国立音楽大学の学生が演奏します。出演は、ピアノ・山田桃菜さ

ん、バイオリン・北原恵理さん対小学生以上の方時10月９日㈰午後

２時～３時場上砂会館定30人（申込順）申９月25日㈰午前10時から上
砂図書館☎（535）1531へ

栄町で大笑い！
出張図書館寄席と
落語本展示

Autumn
Feelings

0時

K
か み す な

amisuna L
ラ イ ブ ラ リ ー

ibrary C
コ ン サ ー ト

oncert

第17回

　チケットの購入方法等くわしくは「国立

音楽大学」のホームページをご覧ください。

いずれも対小学生以上の方場国立音楽大学

講堂大ホール（柏町）

●大学院オペラ2022 モーツァルト 歌劇「ド
ン・ジョヴァンニ」K.527全２幕 時10月15

日㈯・16日㈰、午後２時から費SS席4,000

円、 S席3,000円、 A席2,000円（学生席1,000

円）〔全席指定〕

●第53回打楽器アンサンブル定期演奏会
時10月23日㈰午後４時30分から費1,000円

（高校生以下無料。全席自由）

問国立音楽大学演奏芸術センター☎（535）
9535、市地域文化課・内線4501

国立音楽大学主催の
コンサート

　親子でカブやミニハクサイなど６種類の野菜を収

穫します。収穫した野菜は持ち帰ることができます。

くわしくは市ホームページをご覧ください対市内在住

の小学生と保護者（保護者のみの参加は不可）時11

月５日㈯①午前８時45分から②午前９時45分から③

午前10時45分から（雨天実施。生育状況により日程、

農作物に変更あり）場ファーマーズセンターみのーれ

立川北側広場費１家族1,000円定各30組（抽選）申10

月14日㈮午後５時までに、Eメールに希望時間（①②

③のいずれか、第３希望まで指定可）、住所、参加

者全員の氏名（ふりがな）、子どもの学年、電話番号、

車両利用の有無を書いて、産業振興課農業振興係・
内線2650 e sangyou-t@city.tachikawa.lg.jpへ

秋の親子収穫体験

　絵本に造詣の深い講

師に、著書『日本の絵

本100年100人100冊』

にまつわるお話を聞き

ます時10月29日㈯午後

１時30分～３時30分

場中央図書館４階会議

室師絵本研究家・広松

由希子さん定40人（申込順）申９月27日㈫午

前10時から中央図書館☎（528）6800へ

立川地域文庫まつり
講演会「日本の絵本
100年100人100冊」

広松由希子さん
（撮影：志田三穂子さん）

マークは郷土の理解を深める講座などを
行う「立川市民科」です。

対小学生以上の市民の方（小学生は保護

者同伴。なるべく２人１組で）時10月23日

㈰午前10時～正午ごろ（荒天順延）場川越

道緑地古民家園師農業指導者・豊泉喜一

さん、金子昭さん費１組600円定15組（申

込順）持汚れてもよい服装・靴、軍手、帽子、

タオル、飲み物申９月25日㈰から歴史民
俗資料館☎（525）
0860へ

古民家園体験学習
「さつま芋収穫体験」

☎（525）

たちかわ読書ウィーク
いつでもそばに本を
10月27日～11月９日

●住民基本台帳記録数 （前月比）
人口 185,527 （－6）
男 91,932 （－24）
女 93,595 （＋18）
世帯 95,690 （＋10）

人口と世帯

令和４年
９月１日現在

令和4年（2022年）9月25日（毎月10日・25日発行）

※広告に関するお問い合わせは…総合広告代理店　フレックス株式会社☎042（528）1611へ

≪広告欄≫




